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　　南極地域におけるエーロゾル観測

一第18次南極地域観測隊　研究気象部門計画

岩　　井 邦　　中＊

　第17次隊よりPRE－POLEXとして，南極地域におけ

る，放射とエーロゾルおよび微量ガスの研究観測が行な

われることになり，現在17次隊が越冬観測に入ってい

る．筆者は第18次隊員として，主にエー・ゾル観測を担

当することに決まった．

　ここでは第18次隊で予定している観測項目とその意義

について簡単に述べる．

　1．エートケン粒子の濃度測定

　工一トケン粒子の濃度測定は大気中の汚染粒子の目安

とすることができる．南極地域は人工汚染源から遠く離

れており，大陸は一部を除いて大部分が雪と氷でおおわ

れているので自然発生源のエーロゾルも少ないと予想で

きる．このためバックグランドエーロゾルの観測には適

した場所である．しかし，昭和基地では，月に平均20キ

ロリットルの軽油を使用しているとのことで，局部的に

は，多数の粒子が発生しているであろう．エーロゾルの

観測を行なう際には言うまでもないが，この様な局部的

に発生しているエーロゾルをさけねばならない．このた

めにも，エートケン粒子の個数を常時測定して，局部的

な汚染があるかどうかを知っておく必要がある．今回の

エートケン粒子の測定は，伊藤（1976）によって開発さ

れたポラック型の自動測定装置を用いて，昭和基地にお

いて，通年連続観測を行なう予定である．これまで南極

地域において，エートケン粒子の測定は余りなされてお

らず，夏の間，比較的短い期間だけしか測定されていな

い（例えばHogan，1975）．極地域の特徴の1つは，

太陽の沈まない夏（昭和基地では12月の始めから1月中

旬）と太陽の昇らない冬（昭和基地では6月の始めから

7月中旬）の存在である．これらの時期における，エー

ロゾル濃度に違いがあるかどうかは，太陽光がエーロゾ

ル粒子の発生に影響をおよぼしているかどうかを知る上

でも興味ある問題である．その他，エートケン粒子が北

半球と南半球で違いがあるかどうかを見るために，東京

から昭和基地の近くまで，船上において連続測定する予

定である．

　2．電子顕微鏡と光学顕微鏡によるエーロゾルの観察

　工一トヶン粒子は高過飽和度で活性化する疑結核であ

るが，実際の大気中では水に対して1％以上の過飽和に

なることはほとんどないと言われている．したがって雲

粒の核になる粒子の大きさは0．1μm以上の大粒子から1

μm以上の巨大粒子である．巨大粒子は光学顕微鏡でも

観察できるが，大核は光学顕微鏡で観察することはむず

かしく，電子顕微鏡が必要になる．

　今回は小型の走査型電子顕微鏡を持って行き，エーロ

ゾルの粒径分布を測定する他，形態から，ある程度の粒

子の組成（例えば硫酸のような液体状であるか結晶性の

固体粒子のような粒子であるかどうか等）を知りたいと

思っている．また直接化学成分を知る手がかりとして，

薄膜蒸気法等を考えている．Cadle6」α」．（1968）によ

ると，南極地域のエー・ゾルは世界のどこの場所で観測

するよりも，硫酸塩粒子の占める割り合いが多いとのこ

とである．しかし彼等の観測期間は，11月から12月にか

けての夏だけであり，場所も雪におおわれていない地域

であることからも，他の地域での観測が必要であるし，

太陽の昇らない冬期の観測も大切な課題である．その

他，大核から巨大核にかけての粒子の湿度特性，霧粒の

核，氷晶核に関する観察も行なう予定にしている．

　以上は主に現地で観測をする予定であるが，X線マイ

クロアナライザーによる個々の粒子の元素分析のための

エー・ゾル粒子の採集，X線解析のための多量の採集等

も行ないたいと思っている．
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